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１  「 旧 国 家 の配 線 の相 続 」  

Ｂ ． ア ン ダ ー ソ ン が 『 想 像 の 共 同 体 』 で 指 摘 す る よ う に 1 、 中 華 人 民 共 和 国 は

ソ ヴ ィ エ ト 連 邦 と 同 様 、 旧 「 帝 国 」 の 遺 産 （ 版 図 ・ 住 民 ） の 正 当 な相 続 人 と し て

の 性 格 を 有 す る 「 革 命 政 権 」 で あ る 。 そ し て そ の 遺 産 は ま た 物 理 的 な 側 面 と 共

に精 神 的 ・ 政 策 的 な面 も承 継 する も のであ る と 言 え よ う 。  

中 華 人 民 共 和 国 の現 行 憲 法 （ １ ９ ８ ２ 年 制 定 ） 前 文 は 、 「 『 中 国 』 は 世 界 で

歴 史 が も っ と も 長 い国 の一 つで あ り 、 中 国 各 民 族 人 民 は共 同 で絢 爛 た る 文 化

と 栄 え あ る 革 命 的 伝 統 を 創 造 し て き た 」 が 、 「 １ ８ ４ ０ 年 （ ア ヘ ン 戦 争 ） 以 来 、 前

近 代 的 な中 国 は 『 半 植 民 地 、半 封 建 』 の国 家 と な っ た 」 と 述 べてい る 。 そ し て帝

国 主 義 、 封 建 主 義 、 官 僚 資 本 主 義 の統 治 を 覆 し て 「 新 民 主 主 義 革 命 の偉

大 な 勝 利 を か ち と り 、 中 華 人 民 共 和 国 が 建 国 さ れ 、 中 国 人 民 は 国 家 の 主 人

公 とな っ たのだ 」 と し てい る 。  

こ こ に おい て も 典 型 的 に提 示 さ れ て い る よ う に 、 「 『 栄 光 の古 代 』 、 『 屈 辱 の近

代 』 、 『 繁 栄 の 未 来 』 」 と い う 一 つ の ま と ま り を も っ た 現 在 の 中 国 共 産 党 ／ 中 華

人 民 共 和 国 の主 張 す る 「 ナ シ ョ ナル ・ ヒ ス ト リ ー 」 は 、 古 代 と未 来 （ あ る いは現 在 ）

と の間 に挟 まれた 「 屈 辱 の近 代 ＝半 植 民 地 」 を ア ン チ ・ テ ーゼ と し て古 代 と未 来

（ 現 在 ） が 一 本 に 結 ば れ る （ べ き で あ る ） こ と を 明 確 に 示 し て い る 。 さ ら に 言 う な ら

ば 、 こ の 「 序 破 急 」 の 構 造 に は 「 屈 辱 の 近 代 」 は 不 可 欠 で あ り 、 か つ ま た 「 繁 栄

の未 来 」 の 真 実 性 、 そ し て そ れ を も た ら す 中 国 共 産 党 ／中 華 人 民 共 和 国 に よ

る支 配 の正 統 性 を担 保 する もの と な っ てい る こ と に も注 目 しなければな る まい 。  

 

２  「 統 一 された多 民 族 国 家 」 、 「 中 華 民 族 」 と い う フ ィ ク シ ョ ン の継 承   

近 代 にお け る 列 強 の支 配 、 侵 略 （ ＝ 植 民 地 主 義 ） と い う ア ン チ ・ テ ー ゼ に よ り 、

ア ヘ ン戦 争 （ 1 8 4 0 － 4 2 ） 以 前 の統 治 構 造 ・ 支 配 関 係 が現 代 において も ま た ア ・

プ リ オ リ に肯 定 され る こ と に も注 目 したい 。学 校 教 育 の場 で も 、 清 朝 前 期 の康 煕

～乾 隆 帝 の三 代 の統 治 期 間 「 民 族 分 裂 や外 来 者 の侵 略 に対 す る 闘 争 を 経

                           
1  B e n e d i c t  A n d e r s o n ,  I m a g i n e d  C o m m u n i t i e s ,  V e r s o , ( L o n d o n  &  N e w  Y o r k ,  
1 9 9 1  R e v i s e d  E d i t i o n )  1 5 9 - 1 6 0 .  



て 、 漢 民 族 を 主 体 と す る 各 民 族 人 民 の一 体 化 が進 み 、 統 一 さ れ た 多 民 族 国

家 は さ ら に強 固 な もの と な っ た 」 2 と い う 肯 定 的 な評 価 がな されてい る 。  

現 在 、 （ 中 国 共 産 ） 党 と （ 中 華 人 民 共 和 国 ） 政 府 の公 式 の解 釈 、 見 解 と し

て マ ス ・ メ デ ィ ア や 教 育 を 通 じ て 反 復 ・ 宣 伝 さ れ 続 け て い る 「 中 華 民 族 （ t h e  

C h i n e s e  N a t i o n ） 」 の 概 念 も一 連 の公 式 「 ナ シ ョ ナル ・ ヒ ス ト リ ー 」 と 相 即 的 な存

在 で あ る 。 そ れは 、 い わば 「 中 国 」 と い う 国 家 と 「 中 国 国 民 」 と い う 不 可 分 一 体 の

“ N a t i o n ” の 二 つ の 顔 に つ い て の 一 つ の 大 き な 物 語 ＝ “ ( h i ) s t o r y ” を 構 成 す る

重 要 な部 分 と な っ てい る 。  

現 在 の 「 中 華 民 族 」 を 理 論 化 し たのは 、中 国 を代 表 す る社 会 学 者 ・ 民 族 学

者 の費 孝 通 で あ る が 、 費 は 「 中 華 民 族 」 を 「 多 元 な 各 民 族 が一 体 化 し た も の 」

と 規 定 し 、 「 対 自 的 な民 族 実 体 と し ては 、 こ こ 百 年 来 、 中 国 と西 洋 の列 強 が対

抗 す る 中 で 出 現 し た も の で あ る が 、 即 自 的 な 民 族 実 体 と し て は 数 千 年 の 歴 史

的 な過 程 の中 で形 成 されて き た も ので あ る 」 と 定 義 してい る 3 。 こ こ において も列 強

の中 国 侵 略 が重 要 な フ ァ ク タ ー と し て 織 り 込 ま れ て い る こ と に 注 意 し て おか な く て

はな る まい 。  

 

３  「 中 国 的 世 界 秩 序 」 と 「 屈 辱 の近 代 」  

 現 代 中 国 におけ る近 代 史 の と ら え方 は 、 一 様 に否 定 的 な も ので あ る 。 それは 、

清 末 までの 「 中 国 的 世 界 秩 序 」 の暗 黙 の承 認 の上 に成 立 する もので も あ る 。  

古 代 「 中 華 （ 帝 国 ） 」 は 、 自 ら の文 化 的 規 範 ＝ 「 華 夷 秩 序 」 や 「 朝 貢 ・ 冊 封 シ

ス テ ム 」 に 則 っ た 「 中 国 的 世 界 秩 序 」 の中 で長 期 にわた り 一 個 の世 界 ＝宇 宙 を

形 成 し て き た 。 第 一 義 的 には 「 華 」 と 「 夷 」 の 文 化 ・ 文 明 的 な支 配 原 理 が優 先

され 、 対 等 ・ 平 等 ではない非 対 称 性 を もつ関 係 であ っ た 。 こ う し た考 え方 は一 般

的 に 「 中 華 思 想 」 と も 呼 ばれてい る が 、 合 衆 国 の著 名 な中 国 学 者 ・ フ ェ ア バ ン ク

（ J . K . F a i r b a n k ） は こ れ を “ T h e  C h i n e s e  W o r l d  O r d e r （ 中 国 的 世 界 秩 序 ） ” と

名 付 け た 。 こ の 中 に は 軍 事 的 要 素 や経 済 的 要 因 も も ち ろ ん 含 ま れ る が 、 政 治

的 ＝文 化 的 階 層 秩 序 が重 んじ られ る ま さ に 「 中 華 （ 世 界 ） の秩 序 」 と で も呼 ぶべ

き 序 列 関 係 で あ り 、 古 来 、 「 中 華 （ 帝 国 ） 」 と そ の 周 辺 地 域 は こ の 「 国 際 秩 序 」

に よ る 独 自 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て き た 。 「 中 華 （ 帝 国 ） 」 に と っ て 「 外 交 」 は あ く

ま で も 「 内 政 」 の延 長 であ り 、 ま た 「 内 政 」 はす ぐれて 「 外 交 」 で あ っ たのであ る 。  

し か し な が ら ア ヘ ン 戦 争 以 降 、 中 華 帝 国 は一 気 に列 強 主 導 の 「 力 の 外 交 」

に よ り 「 近 代 国 民 国 家 体 制 」 の中 に編 入 され る こ と と な っ た 。相 互 に対 等 ・ 平 等

な 「 国 家 ／国 際 関 係 」 が 強 要 さ れ 、 唯 一 絶 対 の優 位 性 で周 辺 の 「 夷 」 に 秩 序

と繁 栄 を約 束 し て き た 「 中 華 （ 帝 国 ） 」 の 威 光 ・ 権 威 は否 定 さ れ 、 無 疆 ・ 無 限 で

あ っ たはずの国 家 主 権 や国 境 ・ 領 土 を意 識 す る こ と を強 制 され 、 制 限 され 、 さ ら

には喪 失 を余 儀 な く された 。  
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「 中 華 （ 帝 国 ） 」 に と っ て の 近 代 と は 、 ウ ェ ス ト フ ァ リ ア 条 約 体 制 に よ っ て 生 ま れ

た ヨ ー ロ ッ パ の国 民 国 家 シ ス テ ム を 普 遍 的 な も の と し て 受 容 し従 属 す る と い う 、 ま

さ に 「 踏 絵 」 的 な 屈 辱 で あ り 、 「 屈 辱 の 近 代 」 は 「 ヨ ー ロ ッ パ の 近 代 」 の 論 理 と 倫

理 に則 っ て一 方 的 に開 国 ・ 開 港 と 領 土 の割 譲 、治 外 法 権 、領 事 裁 判 権 、 関

税 自 主 権 、 片 務 的 最 恵 国 待 遇 を押 し 付 け て く る も の で あ っ た 。 英 ・ 仏 は ビ ル マ

やベ ト ナ ム の 宗 主 権 を 奪 っ て 自 国 の 植 民 地 と し 、 新 興 の 日 本 も 琉 球 、 朝 鮮 の

宗 主 権 を否 定 し 、 併 呑 し て い っ た 。 こ う し た 一 連 の 「 屈 辱 の近 代 」 の傷 はその後 、

いわば中 国 の 「 歴 史 的 ト ラ ウ マ 」 と な り 、 現 代 に も影 を落 と し続 けてい る 。  

そ こ に は ア ヘ ン 戦 争 後 の香 港 、 日 清 戦 争 後 の台 湾 、 そ し て 中 央 ア ジ ア や極

東 シ ベ リ ア 、 モ ン ゴ ル と い う 領 土 の喪 失 、 さ ら に 日 中 十 五 年 戦 争 （ 1 9 3 1 ～ 1 9 4 5

年 ） と い う 侵 略 の歴 史 的 記 憶 も 具 体 的 に含 ま れ て い る こ と は 言 う ま で も な い 。 列

強 や軍 閥 支 配 に対 す る拒 絶 と抵 抗 、 そ し て一 連 の闘 争 と戦 争 が中 華 人 民 共

和 国 誕 生 へ の 原 動 力 で あ り 、 ま た そ の 存 在 理 由 で も あ る こ と を 忘 れ て は な る ま

い 。  

 

４  現 政 権 支 配 の正 統 性 の根 拠 と し ての 「 植 民 地 主 義 」  

中 華 人 民 共 和 国 は こ れ ま で 一 度 も 分 離 独 立 権 を 認 め た こ と は な い 。 「 中 華

人 民 共 和 国 は全 国 各 民 族 人 民 が共 に創 建 し た 統 一 さ れ た多 民 族 国 家 で あ

る 」 と い う 現 行 憲 法 前 文 の規 定 は ま た 、 構 成 諸 民 族 に対 す る民 族 自 決 権 （ 分

離 独 立 権 ） の 否 定 に他 な ら な い 。 こ れは 、 ソ ヴ ィ エ ト 連 邦 が第 一 次 世 界 大 戦 後

の 「 ウ ィ ル ソ ン ・ レ ー ニ ン 型 民 族 自 決 主 義 」 を そ の憲 法 に も 保 証 し 、 最 終 的 に は

そのために連 邦 解 体 に至 った こ と と き わめて対 照 的 であ る 。  

旧 「 帝 国 」 の 遺 産 （ 版 図 ・ 住 民 ） の 正 当 な 相 続 人 た る 二 つ の 革 命 政 権 の 性

格 の 相 違 を 「 近 代 の 記 憶 （ ＝ 『 遺 産 』 喪 失 の 記 憶 ） 」 の 濃 淡 に 求 め る こ と は 可

能 で あ ろ う か ？小 論 は 、 現 在 の中 華 人 民 共 和 国 の行 動 原 理 の要 因 の一 つ を

「 屈 辱 の近 代 」 の記 憶 に求 め る も ので あ る が 、 それには上 記 の よ う な歴 史 的 背 景

を大 きな理 由 と し て あげ る こ と がで き よ う 。  

中 国 共 産 党 の論 法 に従 えば 、 前 衛 党 で あ る 共 産 党 の指 導 す る 社 会 主 義 、

マル ク ス ・ レ ー ニ ン主 義 路 線 の選 択 は 、 そ う し た近 代 の屈 辱 の中 での必 然 であ り 、

近 代 史 の屈 辱 に対 す る否 定 か ら生 まれ る原 理 ・ 原 則 が現 在 の中 華 人 民 共 和

国 の行 動 規 範 と な るはずで あ る 。 さ ら に言 えば 、 一 連 の近 代 の屈 辱 をバネに し な

が ら 、 旧 い 「 帝 国 」 の 遺 産 や記 憶 を も と に 自 ら を 富 強 の近 代 国 民 国 家 と し て 再

生 させたい と い う 悲 願 こ そ が中 華 人 民 共 和 国 に と っ て最 高 で最 大 の国 家 目 標

であ る 。 それは 「 列 強 か ら押 し付 け ら れた近 代 」 におけ る あ ら ゆ る 喪 失 （ 国 際 的 地

位 、 経 済 発 展 、 領 土 、 軍 事 、 文 化 … … ） を 一 気 に 回 復 し 、 「 あ る べ き 姿 に 『 回

帰 』 す る 」 と い う こ と 、 つ ま り 現 実 的 ・ 具 体 的 には台 湾 を含 めた 「 統 一 し た富 強 の

国 民 国 家 の実 現 」 と な る のであ る 。  

 

５  国 際 社 会 と中 華 人 民 共 和 国  

建 国 後 の 中 華 人 民 共 和 国 に は 常 に 「 敵 国 」 が 存 在 し 、 「 主 要 敵 」 と の 対 立



関 係 を 主 軸 に 外 交 も 進 ん で き た 。 現 在 、 中 国 に と っ て 明 確 な 仮 想 敵 国 は な く

な っ た が 、 今 な お 台 湾 統 一 、 あ る い は チ ベ ッ ト や 東 ト ル キ ス タ ン （ 新 疆 ウ イ グ ル 自

治 区 ） を め ぐ り 「 国 内 の 敵 」 は 存 在 し 続 け て い る 。 こ れ ら の 問 題 で 彼 ら が 一 歩 も

譲 る 姿 勢 を見 せないの も 、 「 分 裂 は悪 、 統 一 は善 」 と い う 「 屈 辱 の近 代 の記 憶 」

＝独 立 や分 裂 はすなわち外 国 （ ＝列 強 ） へ の隷 属 ・ 支 配 を意 味 す る と い う 論 理

か ら だ 。 今 後 の 中 華 人 民 共 和 国 の 「 国 際 社 会 」 と の 関 わ り を 考 え る と き 、 我 々

は 「 中 華 （ 帝 国 ） 」 が 古 来 、文 化 的 優 位 に基 づ く 「 華 夷 秩 序 」 の シ ス テ ム を構 築

す る 一 方 、 北 方 か ら の 騎 馬 民 族 の 侵 入 を 阻 む軍 事 的 ・ 精 神 的 な 防 波 堤 と し

て 「 （ 万 里 の ） 長 城 」 を築 いて きた外 交 の歴 史 も想 起 しな く てはな る まい 。  

現 在 、 中 国 が 「 屈 辱 の近 代 史 」 の 超 克 の上 に 「 統 一 さ れた富 強 の国 民 国 家

構 築 」 と い う 悲 願 を達 成 し よ う と し た と き 、 い かな る形 であれ軋 轢 が起 きれば 、 それ

は 国 際 社 会 と の 摩 擦 に 直 結 す る 。 旧 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 各 地 で 起 こ っ た 民 族 紛 争

の よ う に 、 冷 戦 後 の 国 際 社 会 で は 特 に 人 権 を め ぐ る 問 題 に お い て 「 国 内 問 題

はすぐれて国 際 問 題 であ る 」 と い う 国 際 的 軍 事 介 入 の論 理 が普 遍 化 してい るか

らだ 。  

結 論 を 先 に 述 べ る な ら ば 、 現 在 の 「 改 革 ・ 開 放 」 と い う 自 由 化 政 策 は 、 中 国

が今 後 、 ア メ リ カ 合 衆 国 主 導 の世 界 秩 序 と 「 グ ローバ リ ゼーシ ョ ン 」 に自 ら進 んで

身 を委 ね 、国 境 の壁 を低 くす る動 き と 単 純 に 「 ＝ 」 で結 ぶ こ と はで き ない 。情 報 や

経 済 等 の分 野 での 「 グ ローバ リ ゼーシ ョ ン 」 は著 し く 進 展 し た 。 こ こ 1 0 年 来 の中

国 社 会 の変 革 は ま さに 「 静 かな る革 命 」 と で も呼 ぶべき大 変 化 であ る 。 し か し なが

ら 、 そ う し て 国 境 の向 こ う 側 と の 違 い が次 第 に不 明 確 に な っ て い く の に 比 例 し て 、

双 方 の 違 い を 明 白 に し て お か な く て は な ら な い と い う 国 民 国 家 の 論 理 と 要 請 ＝

ナシ ョ ナ リ ズ ム も ま た高 ま っ て く る こ と と な る 。 豊 か さ の実 現 は統 一 された強 い国 民

国 家 への求 心 力 と密 接 不 可 分 な関 係 にあ るか ら だ 。  

そ う し た 中 で 、 台 湾 や チ ベ ッ ト 等 の 問 題 を 今 後 ど う う ま く 解 決 し

て い く の か が 最 大 の 課 題 と な っ て く る 。「 民 族 解 放 」、「 民 族 独 立 」、

「 民 族 自 決 」 の 「 民 族 」 を “ t h e  C h i n e s e  N a t i o n” と い う 虚 構 で 解
釈 し 、「 民 族 」と い う 名 の 新 た な る 抑 圧 シ ス テ ム に よ る 支 配 を 続 け て

き た 矛 盾 が 一 挙 に 噴 出 し か ね な い か ら だ 。  
 


